
Title 解析函数論の見地から見た或る種の函数方程式の研究

Author(s) 春木, 博

Citation 大阪大学, 1965, 博士論文

Version Type

URL https://hdl.handle.net/11094/28994

rights

Note

著者からインターネット公開の許諾が得られていない
ため、論文の要旨のみを公開しています。全文のご利
用をご希望の場合は、<a
href="https://www.library.osaka-
u.ac.jp/thesis/#closed">大阪大学の博士論文につい
て</a>をご参照ください。

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



氏名・(本籍)

学位の種類

学位記番号

学位授与の日付

学位授与の要件

< 34 >

春 木 博
はる き ひろし

理 学 ↑事 士

第 819  7仁'3ゴJ 

昭和 40 年 12 月 15 日

学位規則第 5 条第 2 項該当

学位論文題目 解析函数論の見地から見た或る種の函数方程式の研究

(主査)
論文審査委員 教授南雲道夫

(副査)
教授池田信行教授遠木幸成

論文内容の要旨

~2 において f(u) は I u I く十∞において 1 価有理型凶数， F(u, v) は I u I く十∞， I v I く

十∞において定義された 1 価複素数値函数とするとき函数方程式

f(x十y)= {f(x) , f( y)} 

au+b 
の非定数解は f(u) -:~ ,1 ~ (a, b, c, d は任意の複素定数で ad-bcキ O とする) および

cu十d

a exp(kx) 十 b
f (u) ~ ::_~!F\Z-:'-: ~ ~ (a, b, c, d, k は任意の複素定数で k(ad-bc) キO とする)にかさることを解析
c exp(kx) 十d

函数論の諸定理をもちいて証明した。

~4 において中線定理に関する函数方程式をのべ以下の諸節の論に備えた。

~3 ， ~5 ， s6 , s7 , ~9 ， ~17 においては与えられた函数不等式の解を解析函数論におけるLiouvil1e の

定理をもちいて常微分方程式を作り出すことによりすべて求めることを論じ函数方程式への応用をの

ベた。

98 においては楕円函数論における σ 函数に関する函数方程式を論じ ~lO においてはピタゴラス型函

数方程式を論じた。

~ll においては或る性質をもった有理型(全複素平面において)函数族の特有性質を明らかにしその

すべての元を決定し函数方程式への応用をのべた。 S12 においては ~ll において論じた有理型函数族

と密接な関係にある或る調和(全xy 平面において) 函数族のすべての元を決定し函数方程式への応

用をのべた。

s13 , ~14 ， ~15 ， ~16 ， ~18 においては円錐曲線，対数渦線の族に密接な関係をもっ画数方程式 5 個

を多様な角度から見てそれらの解法を論じた。
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以上18節にわたって解析画数論の見地から見たある種の画数方程式を論じた。;炭素数の絶対値が中

心となり，各自Î:iの画数方程式は互に密抜な関係をもっ。

論文の審査結果の要旨

この論文は種々な結合的画数方程式について，その解析的正JJリ解とくに整画数の解を求める方法の

研究をまとめたも ωである。

その方法のうちで最も主なものは，匝|数の絶対値に関する結合的画数不等式を充すような整画数の

解を求めて，これを種々な結合的画数方程式に応用することにある。

本論文は，多くの項目や多くの例からなっているが，その主要な結果をつぎに挙げよう。

1 加法定理をもつような，有理型画数を決定すること。それは 1 次分数画数か，または指数画数

の 1 次分数画数にかぎることを証明している口

2 画数不等式

1 f(x 卜y) 1 ~ 1 f (x)g(y) 1 ー十 1 f(y)g(x) 1 

をみたすような整画数f (x) および g(x) f(O) 二 0， f'(O) キ 0， g(O) ニ 1 となるものを決定する。

それは

f (x) ニ a exp(bx)sin cx, g(x) 二二 exp(bx)cos cx 

(α， b, c は後来定数で abキ 0) ，

または ， f(x) =ax exp (bx) , g(x) =exp(bx) 

にかぎることを示す。乙の証明には

ρ (y) ニ 1 f(x十y)g (x~y) 1 2 卜 1 f(x-y)g(X十y) 1
2 

とおくとき， ρ(y) が y 二 O で極小となることを示し， ρ" (0)与O から， Liouvil1e の定理によって，

f と g とがみたすべき連立微分方程式をみちびいて，これを解く。

3 絶対値 1 f(z) i が Z の凸画数となるような整画数 f(z) を決定すること。それは az, exp 

(az寸 b) または αsin bZ(α， b は複ぷ定数)にかぎることを示すゥその証明には ρ (y)= 1 f(x+y) 1 2 

十 1 f(x-y) I 2 が y=O で‘極小となることを示し， ρ/1 (0)孟O から， Liouvi11e の定理によって，

微分方程式 f(x)fぺx) =Cf'(X)2 をみちびいて，これを解く。

以上のほかに，なおいろいろな結合的画数方程式や結合的画数不等式を取扱っており，あるいは巾

級数展開を用い，あるいは上述のような極値の考察から微分方程式をみちびいて，これを解くことに

よって整画数の解を求めている。

4 なお，本論文の後半では，有理型画数f (z) について

ψ (x， y) ニ 1 f(x+iy) 1 とおくとき，約/仰が， x のみの画数と y のみの画数と

の積 (A(x)B(y) の型)となるような f (z) を求めることを論じ，それを応用して， いろいろな結

合的画数方程式の整画数の解を求めているo そのために，このような画数 f の対数微分を f'/f=g

とおくとき，微分方程式
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g'2=ag4 十 bg2 十 c (a , b, c は実定数)

がなりたつことをみちびく。(したがって g は有理画数，指数画数の有理画数〔三角画数〉または

楕円画数に属する)それから f の型を決定している。

以上を総合すれば，春木君は本論文において，多くの種々な主として古典的な結合的画数方程式を

絶対値に関する結合的画数不等式などの立場から，その整画数解を求める問題に帰して，これを取扱

っており，その方法には著者の独創的な手法が見られる。この論文は結合的画数方程式の研究に一つ

の新しい見地を与えたもので，この方面の研究に寄与するところが多いものと考えられる。したがっ

て本論文は理学博士の学位論文として十分の価値あるものと認める。
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